
 
 
 
 
 
 

２００８年１１月２４日（月・祝）に世界ハビタッ

トデーイベントがアクロス福岡で開催されました。 

国連ハビタットは２００８年７月から２年間「いの

ちの水」プロジェクトを推進しています。現在、世界

の５人に１人（約１２億人）が安全な水を飲めず、５

人に２人（約２６億人）が下水などの衛生施設を持た

ない危機的な状態です。国連ハビタットはこの問題解

決に取り組んでいます。 

今回のイベントはその中からモンゴルのケースを

取り上げ、国連ハビタット福岡本部長野田順康氏に福

岡県国際交流センターの緒方有希さんがインタビュ

ーをする形式で実施されました。 

モンゴルの首都のウランバートルは人口が１０３

万人で、国の人口の４０％が集中し都市化が進んでき

ています。近郊のゲル地区への急速な人口流入により

水供給が非常に困難になっています。トイレ、下水道

の不備により地下水汚染も進んでいます。また、ゴミ

の収集システム、公共浴場、道路の整備も遅れていま

す。そのため国連ハビタット福岡本部では計画を作り、

水の供給事業や衛生施設整備事業に取り組んでいま

す。しかしそのやり方は、住民参加型のまちづくりで

行っています。コミュニティの人がコミュニティアク

ションプランを作り、事業を実施していきます、それ

を自治体や国連ハビタットが教育プログラムや技術、

資金で支援をするというやり方です。その活動方針が

語られました。 

また、このイベントに、前日九州場所で優勝したば

かりのモンゴル出身の横綱白鵬関が出席し、野田順康

本部長より「いのちの水」プロジェクト特使の任命状

が授与されました。 

また、福岡市立大原小（早良区）の合奏団「アンサ

ンブル大原」によるモンゴル楽曲演奏も行われ、白鵬
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２５号の主な内容 
■世界ハビタットデー2008 福岡公開イベント 
■国際シンポジウム ■いのちの水講演会 

■モンゴル写真展 ■地球市民どんたく  
■職員紹介 ■第 4 回世界都市フォーラム 
■世界ハビタットデー記念絵画コンクール 

■世界ハビタットデー２００８福岡公開イベント 「いのちの水を考える － モンゴル」 

野田本部長が横綱白鵬関にいのちの水プロジェクト特使の任命状を授与 



■いのちの水プロジェクト講演会 ■世界ハビタットデー２００８国際シンポジウム 

関も楽しみました。           （佐竹） 

２００８年１０月６日アクロス福岡イベントホー

ルで国際シンポジウムが開催されました。今回のシン

ポジウムでは、「東アジア地域における調和あるまち

づくり」をテーマに、その課題及び今後のあるべき姿

等について、専門の学識経験者らによる自由闊達な議

論が行われました。 

基調報告を国連ハビタット福岡本部本部長の野田

順康氏が行いました。現在、世界中で都市に人口の５

０％が住んでおり、今後も都市化が進んでいきます。

世界でもアジアでも格差が進んでいます。都市と農村

の水平格差、都市内の富裕層と貧困層の垂直格差があ

ります。２００８年の世界ハビタットデーのテーマは

「調和ある都市を目指して」ですが、空間的、経済的、

環境的、文化的などの調和がとれた都市づくりが今後

必要ですと話されました。 

 シンポジウムは、コーディネータが出口敦氏（九州

大学大学院人間環境学研究院教授）、パネリストが保

井美樹氏（法政大学現代福祉学部准教授）、ナサニエ

ル・フォン・エンシデル氏（都市計画コンサルタント・

フィリピン）、ディネシュ・メタ氏（セプト大学名誉

教授・インド）、野田順康氏（国連ハビタット福岡本

部本部長）の４人で行われました。 

発展途上国における都市居住者の３分の1強がス

ラムの状況下で生活しています。水、衛生、住居など

十分な生活空間や生活水準を向上させる方策が必要

です。そのためには良い統治が必要です。地方分権、

住民参画型統治で持続可能な経済、都市づくりにして

いかなければなりません。地域の中に雇用を作るため

に、コミュニティビジネスを起こしていく。資源が枯

渇しないようにリサイクルし、環境への負荷を減らし

ていく。都市の均衡ある発展を図り調和ある都市づく

りをしていくべきであるなどの提言がされた。（佐竹） 

 ２００８年８月１９日（火）アクロス福岡１F円形

ホールにて、国連ハビタット福岡本部、福岡県国際交

流センタ、日本国際連合協会福岡県本部およびハビタ

ット福岡市民の会との共催で、「アフガニスタンにお

ける『いのちの水』プロジェクト」をテーマに講演会

が行われました。   

国連ハビタット上級人間居住専門官のラリス・ラン

カティレケさんより、約２５年以上にわたり紛争や災

害に見舞われたアフガニスタンにおける活動状況に

ついての報告がありました。現在実施されている国家

連帯プログラム（National Solidarity Programme :NSP）

は、各コミュニティが自らの開発計画を立案し実行す

るものですが、外部ではなくコミュニティに契約を発

注することで、コミュニティの強化につながり、平和

構築の基盤となると考えられています。プログラムの

中では、人々とくに貧困層を信じること、人々を開発

の中心におき実行していくことが強調されました。 

その後、行われた交流会では和やかに歓談がすすみ、

楽しいひとときとなりました。      （諸藤） 

「いのちの水を考える － モンゴル」公開イベント

に関連して、2つの写真展が開催されました。 

１１月17日～２３日は、アクロス福岡1Fコミュニ

ケーション広場に、国連ハビタット福岡本部職員の

Bharatさんとハビタット福岡市民の会代表の牟田の

写真約５０点を展示し、モンゴルの自然や人々の生活

などを紹介しました。 

 １１月１８日から１２月１日には、3Fのこくさい

ひろばで、福岡市立大原小学校の「アンサンブル大原」

と国連ハビタットプロジェクトの活動を紹介する写

真約40点が展示されました。       （牟田） 

 

 

基調報告をする国連ハビタット福岡の野田本部長 
パネリストは、左よりディネシュ・メタ氏（インド）、ナサニエル・フ
ォン・エンシデル氏（フィリピン）、保井美樹氏、野田順康氏 

 

■モンゴル写真展 



 

10月9日（木）～１３日（月・祝）の５日間、福

岡市役所北側緑地で開催され、ハビタット福岡市民の

会は、全日程で参加しました。福岡市役所ふれあい広

場でのアジア太平洋フェスティバルと同時開催とい

うこともあり、期間中数多くの皆さんが私たちのブー

スを訪れてくれました。 

訪れた皆さん

は、たくさんの

「いのちの水メ

ッセージ」を寄

せてくれました。 

ある小学生は

「世界中の人が

きれいな水を飲

めるといい

な！」というメッセージを書いてくれました。（牟田） 

今回のハビタット職員紹介

は「ダイさん」こと、オフィス

アシスタントの褚代（チョ・ダ

イ）さん（中国）です。  

○出身はどこですか？  

中国 黒龍江省チチハルです。

冬は寒いですよ。両親も日本

に留学したことがあります。 

○大学では何を勉強しましたか？ 

西南学院大学大学院で2年間国際関係法を学び修

士号を取得しました。 

○なぜ国連ハビタットに就職したのですか？  

アメリカのロースクールにも行きたかったんです

が、自分の専門は国際関係法でもあり国連の勉強、

経験もしたかったので九州で唯一の国連機関に応

募してみました。    

○福岡事務所に来る前はどんな仕事をしましたか？ 

アルバイトとしては国際会議関係の通訳等があり

ます。フルタイムの仕事ははじめてです。  

○いつ福岡事務所に来られたのですか？    

昨年11月に応募し採用され、今年の春から事務所

で働いています。   

○福岡事務所ではどんな仕事をしていますか？   

一般事務、プロジェクトのアシスタントをしていま

す。また、福岡市、福岡県担当調整官のアシスタン

トもしています。   

○日本への期待は何ですか？ 

日本の若者は思いやりをもっと持ち、グローバルな

視野を持ってほしい、 

○将来の夢は何ですか？ 

２、３年仕事の経験を積んで、アメリカ等で国際的

な法律を学んでみたいです。自分の専門は独占禁止

法で、市場が未発達で競争に関する法律が整備され

ていないアジアの国々に貢献がしたいです。  

○印象に残った仕事は何ですか？  

直近では１１月初めに南京市で行なわれた、世界都

市フォーラムでのアジアジャーナリスト会議の裏

方準備に携わった事です。 

○モットーは何ですか？ 

幾つかありますが、日本語の「一期一会」は好きな

コトバですね。  

○趣味は何ですか？ 

スポーツジムに通っています。ダンスも習っていま

すが、今は行く時間がなかなか取れないです。  

○福岡の印象はどうですか？ 

 とにかく住みやすいですね。便利で人が多すぎると

いうこともない。世界の中でも高順位の住みやすい

都市と言われるのもよくわかります。食べ物もおい

しいです。ラーメンとか焼き餃子も食べてますよ！ 

世界ハビタット・デー２００８福岡公開イベント終了

後の片付けの忙しい合間を縫ってインタビューに応

えていただきました。ありがとうございました。 

ダイさん、今後も活躍を期待しています。  （山前） 

■地球市民どんたく２００８ 

  

代さん（中央）にインタビューする山前（左）と佐竹（右） 

■職員紹介 



■２００９年度会費納入のお願い 
 

■事務局からのお知らせとお願い 

■世界ハビタットデー記念絵画コンクール 

 

 

国連総会によって設立された世界都市フォーラム

は、2 年ごとに開催されます。前回の第３回世界都市

フォーラムはカナダのバンクーバーで開催され、第 4

回世界都市フォーラムは、２００８年 11 月 3 日（月）

から 6 日（木）まで中国・南京市で開催されました。 

都市化は、人類社会発展の必然な動きで、一カ国の

工業化と近代化の重要なしるしです。今は、世界金融

市場の不安定が激しくなり、世界経済成長が鈍化し、

各国はともに都市化発展の大きな課題に直面してお

り、協力と交流を強化し、チャレンジをチャンスにし

てこそ、各国は都市化の新しい発展を遂げることがで

きます。  

国連によれば、２００７年～０８年は世界的に見

ても、都市人口が総人口の５０％を超えたといいま

す。アメリカでは２０世紀の工業化により、都市人

口が５割を突破したが、アジア・アフリカ地区でも

同様の傾向が見られ、現在の都市化水準はアジアが

約４０％、アフリカは３９％で、今後数年内に５０％

を超えると予測されています。 

今回のフォーラムは「調和のとれた都市化」をテ

ーマに、社会・経済・環境・空間デザイン・歴史と

人口という角度から「調和のとれた都市」の実現に

向けて６議題が設けられました。期間中、持続可能

都市実践展覧会、南京歴史文化名城博覧会を行い、

世界プランナー大会、世界婦人フォーラム、世界青

年フォーラム、アジアジャーナリスト会議ほか多数

のサブミーテイングが実施されました。  （山前） 

アジア太平洋

地域（極東ロシア

を含む）の児童・

生徒を対象に絵

画コンクールが

行われ、受賞作品

のほか 終審査

に残った優秀作

品が、１０月２７日から１１

月１７日までアクロス福岡３

階のこくさいひろばで展示さ

れました。国連ハビタット賞

（金賞）には、ロシアの 6 年

生 Yaroslava Matyazhova

ちゃんの絵（右）が選ばれま

した。       （諸藤） 

 ハビタット福岡市民の会は、１月より新年度に入り

ます。２００９年度の会費納入にご協力をよろしくお

願いします。特に、このニュースレターは、皆さん方

の会費により発行が可能となります。今後も継続して

発行ができるよう皆さん方のご支援をよろしくお願

いいたします。 
年会費  一般 2,000 円 学生 1,000 円 

郵便振替口座 ０１７３０－０－７８４３４ 

 加入者名義  ハビタット福岡市民の会 

●ボランティア募集 

ハビタット福岡市民の会では、ニュースレターやホ

ームページの作成、学習会やイベントの企画・運営等、

会の運営をお手伝いしてくださるボランティアスタ

ッフ（運営委員）を募集しています。ハビタット福岡

市民の会の活動にご興味のある方、何かボランティア

をやってみたいという方は、当会までご連絡ください。 

私達と一緒に友達づくりをしながら楽しく活動しま

しょう！ 原則として毎月第3木曜日午後7時から定

例会を行っています。お気軽にご参加ください。 

●ハビタット福岡市民の会チラシ 

Ａ４版の説明用チラシを造りました。ハビタット福

岡市民の会の PR に活用し、会員を増やしましょう！  
 下記 Website よりダウンロードできます。 
 

■第４回世界都市フォーラム 

編編集集後後記記  
 

今年もあっという間に、師走を迎えました。 
今年の紅葉は、数週間遅いと聞き、大分県の大城の
大銀杏を１１月１９日に、撮影に行ったら見事に一
葉もなく落葉していました。１０日遅かったです！ 
今回のニュースレターは、記事が盛りだくさんで、
ひとつひとつの内容が薄くなって申し訳なく思っ
ています。しかし、これだけ多くの事を紹介できる
ということは、それだけ活動が盛んだという証でも
あり、喜ばしいことだと思っています。次回は、会
員の皆さんからの投稿も期待したいです。 （牟田） 

事務局・お問い合わせは 
  

郵便物のあて先は： 
〒810-0041 福岡市中央区大名２－６－４６ 
福岡市 NPO ボランティア交流センターあすみん連楽ボックス２号 

お問い合わせは： 
TEL  090-6770-2481(代表 牟田) 
FAX 0942-41-2080 
E-mail: cnhf@npgo.jp  
URL   http://cnhf.npgo.jp  


